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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼の検査または測定を行うための検眼部と、
　被検眼に向けてアライメント指標を投影するアライメント投影手段と、
　前記アライメント指標が投影された被検眼前眼部像を二次元撮像素子により撮像する前
眼部撮像手段と、
　前記二次元撮像素子によって得られた撮像画像から前記アライメント指標を検出するこ
とにより被検眼に対する前記検眼部のアライメント状態を検出するアライメント検出手段
と、
　前記二次元撮像素子によって得られた撮像画像における二次元的な輝度の分布情報を検
出する輝度分布検出手段を有し、該輝度分布検出手段からの検出結果に基づいて前記アラ
イメント指標の投影光量もしくは前記アライメント検出手段の感度を変更する制御手段と
、を備えることを特徴とする制御手段と、を備えることを特徴とする眼科装置。
【請求項２】
　請求項１の眼科装置において、前記輝度分布検出手段は、前記撮像画像における各画素
毎の輝度値を計測し，その計測結果に基づいて撮像画像全体の輝度分布を検出し、
前記制御手段は所定の輝度値を閾値として前記輝度分布検出手段により得られた前記輝度
分布における前記閾値以上の輝度値の割合または前記閾値以上の輝度値を持つ前記画素数
を求め，該求めた前記閾値以上の輝度値の割合または前記閾値以上の輝度値を持つ前記画
素数に基づいて前記アライメント指標の投影光量もしくは前記アライメント検出手段の感
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度を変更することを特徴とする眼科装置。
【請求項３】
請求項２の眼科装置において、前記制御手段は、前記アライメント指標の投影光量もしく
は前記アライメント検出手段の感度を前記二次元撮像素子による撮像画像の取得レートに
合わせて段階的に下げることを特徴とする眼科装置。
【請求項４】
請求項３の眼科装置において、前記制御手段は、さらに、前記二次元撮像素子によって得
られた撮像画像における前記アライメント指標の像のサイズを検出する像サイズ検出手段
を有し、像サイズ検出手段からの検出結果に基づいて前記投影光量もしくは前記感度を変
更することを特徴とする眼科装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検眼の検査や測定を行う眼科装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被検眼の検査や測定を行う眼科装置（例えば、オートレフや眼底カメラ等）において、
被検眼角膜に投影された所定のアライメント指標（スポット指標やリング指標等）を二次
元撮像素子によって撮像することにより被検眼に対する装置のアライメント状態を検出し
、検出結果に基づいて自動アライメントやオートショット等を行うものが知られている（
例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開平１０－１２７５８１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このように所定のアライメント指標を被検眼に投影する眼科装置の場合、アライメント
指標の光束を前眼部照明用の光束として兼ねる場合が多い。このため、前眼部観察像を明
るく表示させたりアライメント指標像をより鮮明に受光させる目的で、アライメント指標
の投影光量または前眼部を撮像する二次元撮像素子のゲインを高めに設定しておく工夫が
なされる。しかしながら、投影光量やゲインを高めに設定しておくと、前眼部にて反射す
る反射光の光量や外乱光の検出感度などが増加するため、被検眼の特性や装置の設置環境
によっては、被検眼前眼部から反射されるノイズ光によってアライメント像の検出ができ
ない場合がある。例えば、被検眼が小瞳孔眼の場合、アライメント指標を投影するための
投影光（特に、リング指標の場合）が被検眼の虹彩部分で反射されて散乱光となり、二次
元撮像素子上で検出されるアライメント指標を埋没させてしまう場合がある。また、装置
が設置される部屋の照明（例えば、蛍光灯）が強い場合、外部光が被検眼で反射されて散
乱光となり、アライメント検出にとって障害となる場合がある。
【０００４】
　本発明は、上記問題点を鑑み、被検眼の特性や装置の設置環境に限ることなくアライメ
ントを容易に行うことができる眼科装置を提供することを技術課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明は以下のような構成を備えることを特徴とする。
【０００６】
　（１）　被検眼の検査または測定を行うための検眼部と、
　被検眼に向けてアライメント指標を投影するアライメント投影手段と、
　前記アライメント指標が投影された被検眼前眼部像を二次元撮像素子により撮像する前
眼部撮像手段と、
　前記二次元撮像素子によって得られた撮像画像から前記アライメント指標を検出するこ
とにより被検眼に対する前記検眼部のアライメント状態を検出するアライメント検出手段
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と、
　前記二次元撮像素子によって得られた撮像画像における二次元的な輝度の分布情報を検
出する輝度分布検出手段を有し、該輝度分布検出手段からの検出結果に基づいて前記アラ
イメント指標の投影光量もしくは前記アライメント検出手段の感度を変更する制御手段と
、を備えることを特徴とする制御手段と、を備えることを特徴とする。
（２）　（１）の眼科装置において、前記輝度分布検出手段は、前記撮像画像における各
画素毎の輝度値を計測し，その計測結果に基づいて撮像画像全体の輝度分布を検出し、
前記制御手段は所定の輝度値を閾値として前記輝度分布検出手段により得られた前記輝度
分布における前記閾値以上の輝度値の割合または前記閾値以上の輝度値を持つ前記画素数
を求め，該求めた前記閾値以上の輝度値の割合または前記閾値以上の輝度値を持つ前記画
素数に基づいて前記アライメント指標の投影光量もしくは前記アライメント検出手段の感
度を変更することを特徴とする。
（３）　（２）の眼科装置において、前記制御手段は、前記アライメント指標の投影光量
もしくは前記アライメント検出手段の感度を前記二次元撮像素子による撮像画像の取得レ
ートに合わせて段階的に下げることを特徴とする。
（４）　（３）の眼科装置において、前記制御手段は、さらに、前記二次元撮像素子によ
って得られた撮像画像における前記アライメント指標の像のサイズを検出する像サイズ検
出手段を有し、像サイズ検出手段からの検出結果に基づいて前記投影光量もしくは前記感
度を変更することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、被検眼の特性や装置の設置環境に限ることなくアライメントを容易に
行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明の一実施形態について図面に基づいて説明する。図１は、本実施形態に係る眼科
装置の外観構成図である。眼科装置１００は、いわゆる据え置き型の眼科装置であって、
基台１と、基台１に取り付けられた顔支持ユニット２と、基台１上に移動可能に設けられ
た移動台３と、移動台３に移動可能に設けられ、後述する光学系を収納する測定部（検眼
部）４を備える。測定部４は、移動台３に設けられたＸＹＺ駆動部６により、被検眼Ｅに
対して左右方向（Ｘ方向）、上下方向（Ｙ方向）及び前後方向（Ｚ方向）に移動される。
移動台３は、ジョイスティック５の操作により、基台１上をＸ方向及びＺ方向に移動され
る。また、検者が回転ノブ５ａを回転操作することにより、測定部４はＸＹＺ駆動部６の
Ｙ駆動によりＹ方向に移動される。ジョイスティック５の頂部には、測定開始スイッチ５
ｂが設けられている。移動台３には、表示モニタ４０が設けられている。
【０００９】
　図２は、本実施形態に係る眼科装置の光学系及び制御系の構成について説明するための
概略構成図である。被検眼Ｅの前方のダイクロイックミラー１の透過光路Ｏ１上には、被
検眼を検査・測定するための検眼手段の一つである眼屈折力測定光学系１０が配置されて
いる。測定光学系１０は、眼底に測定光束を投光し、被検眼眼底からの反射光束を受光素
子に受光させる光学系であり、受光素子の出力に基づいて眼屈折力が測定される。
【００１０】
　ダイクロイックミラー１の反射方向には、眼Ｅを観察するための対物レンズ１１、ダイ
クロイックミラー１２、全反射ミラー１３が配置されている。ミラー１３の反射方向の光
路Ｏ２上には、眼Ｅに固視標を固視させるための図示なき固視標投影光学系が配置されて
いる。
【００１１】
　ダイクロイックミラー１２の反射方向の光路Ｏ３上には、結像レンズ２０、眼Ｅの前眼
部付近と略共役な位置に配置されたエリアＣＣＤ等の二次元撮像素子２１を含み眼Ｅを撮
影し被検眼像を得る観察光学系２２が配置されている。
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【００１２】
　さらに、眼Ｅの前眼部の前方には、被検眼に向けてアライメント指標を投影する投影光
学系が配置されている。より具体的には、眼Ｅの角膜Ｅｃにリング指標を投影するための
近赤外光を発するリング指標投影光学系３０と、眼Ｅの角膜Ｅｃに無限遠指標を投影する
ことにより被検眼に対する作動距離方向のアライメント状態を検出するための近赤外光を
発する作動距離指標投影光学系３１が観察光軸に対して左右対称に配置されている。なお
、リング投影光学系３０は、被検眼に対する測定部４のアライメント状態の検出に用いら
れると共に、眼Ｅの前眼部を照明する前眼部照明としても用いられる。なお、本実施形態
では、モニタ４０によって表示される前眼部観察像を全体的に明るく見せるべく、リング
投影光学系３０による投影光量が高めに設定されている。
【００１３】
　なお、ダイクロイックミラー１は測定光学系１０が持つ測定光源から発せられる波長の
光を透過し、リング投影光学系３０と作動距離投影光学系３１から発せられた波長の光及
び可視光を反射する特性を有する。また、ダイクロイックミラー１２は可視光を透過し、
赤外光を反射する特性を有している。
【００１４】
　ここで、リング指標投影光学系３０及び作動距離指標投影光学系３１によってアライメ
ント指標が投影された被検眼前眼部像は、ダイクロイックミラー１、対物レンズ１１、ダ
イクロイックミラー１２、結像レンズ２０を介して、二次元撮像素子２１により撮像され
る。
【００１５】
　制御部７０は、測定光学系１０の受光素子からの出力信号に基づいて眼屈折力を求める
演算を行う。また、撮像素子２１からの画像信号が制御部７０へ入力される。撮像素子２
１によって得られた前眼部像は、制御部７０にて測定結果やアライメント用マーク等の表
示情報と合成（重ねあわせる）されたのち、表示モニタ４０の画面上に表示される。なお
、制御部７０には、この他、測定結果等のデータや画像データを記憶するメモリ７１、ジ
ョイスティック５、ジョイスティック５の頂部に設けられた測定開始スイッチ５ｂ、測定
部４を３次元方向に移動させる駆動機構６、表示モニタ４０の周辺付近の筐体部分に配置
され、検査に関する各種設定（測定モード切換やアライメントモード切換など）を行うた
めの操作スイッチ部４５、等が接続されている。
【００１６】
　以上のような構成を備える装置において、その動作について説明する。検者は、被検者
の顔を顔支持ユニット２に固定させ、図示なき固視標を固視するよう指示した後、モニタ
４０の画面上に被検眼が表示されるように、ジョイスティック５を用いてアライメントを
行う。これにより、被検眼の前眼部が撮像素子２１によって撮影され、表示モニタ４０上
には、前眼部像Ｆ、レチクルマーク１０１、リング投影光学系３０によって投影されたリ
ング指標像（マイヤーリング像）Ｒ、作動距離投影光学系３１によって投影された無限遠
指標像Ｍ、表示本数の変化によってＺ方向のアライメント情報を表現するためのインジケ
ータＧなどが表示される（図３（ａ）参照）。なお、リング指標像Ｒや無限遠指標像Ｍの
投影光量は、撮像素子２１の感度の飽和レベルを充分に上回るだけの光量にて設定されて
いる。
【００１７】
　粗アライメントが完了すると、制御部７０は、撮像素子２１によって得られた撮像画像
からアライメント指標Ｒ及び無限遠指標Ｍを検出することにより被検眼に対する測定部４
のアライメント状態を検出する。この場合、制御部７０は、リング指標Ｒの中心座標に基
づいて被検眼に対する上下左右方向のアライメント状態を求める。また、制御部７０は、
測定部４が作動距離方向にずれた場合に、前述の無限遠指標Ｍの間隔がほとんど変化しな
いのに対して、リング指標Ｒの所定経線方向の像間隔が変化するという特性を利用して、
被検眼に対する作動距離方向のアライメント状態を求める（詳しくは、特開平６－４６９
９９号参照）。
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【００１８】
　なお、上記のようにアライメント検出にリング指標Ｒを用いる場合、制御部７０は、撮
像素子２１によって取得された撮像画像に基づいてパターンマッチング等の画像処理によ
りリング指標Ｒの有無（例えば、所定のリング幅を持つリング画像があるか否かを判定す
る）を判定する。ここで、リング指標Ｒが見つかった場合、リング指標Ｒの中心座標の位
置検出を行い、その座標位置を角膜中心位置として検出することによりＸＹ方向のアライ
メント検出を行う。また、Ｚ方向のアライメント検出においては、リング指標Ｒの所定経
線方向における像間隔を計測する。なお、無限遠指標Ｍにおいても、同様に、指標像Ｍの
有無判定を介して、無限遠指標Ｍの間隔を求めるような手法が考えられる。
【００１９】
　ここで、制御部７０は、上記のように検出されるアライメント検出結果に基づいて駆動
機構６を駆動制御することにより測定部４を移動させ、被検眼に対する自動アライメント
を行う。そして、アライメントが完了したら、制御部７０は、自動的にトリガ信号を発し
て測定を開始する（オートショット）。なお、自動アライメントを行う場合、撮像素子２
１の撮像面と測定光軸Ｌ１との交点に予め設定されたアライメント基準位置と角膜中心座
標とのずれ量を求めることにより被検眼に対する測定部４のアライメント偏位量を検出し
、アライメント偏位量が許容範囲内に収まるように測定部４を移動させるようなことが考
えられる。また、上記構成において、被検眼に対する測定部４の位置合わせは、検者の手
動アライメントによるものとし、制御部７０は、上記のように検出されるアライメント情
報に基づいてアライメントが完了したかどうかを判定することにより、測定開始のトリガ
を自動的に発するようにしてもよい。また、制御部７０は、検出されるアライメント検出
結果を用いて被検眼に対するアライメント情報をモニタ４０に電子的に表示（例えば、イ
ンジケータＧ）させるようにしてもよい。
【００２０】
　以下に、上記のようなアライメント検出が前眼部から反射される散乱光の影響を受ける
場合の動作について、図４のフローチャートを説明する。この場合、例えば、被検眼角膜
上に投影されたリング指標Ｒの直径（例えば、２ｍｍ）よりも被検眼の瞳孔径（例えば、
１．８ｍｍ）が小さいような場合が想定される。
【００２１】
　ここで、検者によって前述のように被検眼（主に、瞳孔部分）がモニタ４０に表示され
る（撮像素子２１に撮像される）ようにアライメント調整がなされると、被検眼に投影さ
れるリング指標Ｒが被検眼の虹彩にかかってしまい、散乱光となって撮像素子２１の撮像
面に受光されてしまう場合がある（図５参照）。
【００２２】
　図６（ａ）は、メモリ７１に記憶された前眼部画像データにおける水平方向の輝度分布
（０～２５５階調）を示す例である。Ｓはリング指標Ｒの像位置を検出するための閾値で
ある。この場合、リング指標Ｒ周辺（図６のＮ参考）の輝度値であって前眼部から反射さ
れるノイズ光が少ない場合における輝度値と，撮像画像の飽和レベルにおける輝度値（２
５５）と、の中間値付近に閾値Ｓを設定することにより、精度よく像位置を検出できる。
図５に示すように、リング指標Ｒが虹彩にかかる場合、虹彩にて強い散乱光が発生する。
この場合、虹彩における散乱（外乱）の輝度レベルがリング指標Ｒの輝度レベルと同程度
（受光感度の飽和レベル）或いは閾値Ｓを超える輝度レベルとなってしまい、リング指標
像Ｒが散乱光によって埋没したような状態となる。その結果、制御部７０は、リング指標
像Ｒを検出できない。また、検出できたとしても、誤った位置検出をしてしまう可能性が
ある。すなわち、リング指標像Ｒの中心位置座標を検出することができないので、被検眼
に対するアライメント状態の検出が困難となる。
【００２３】
　そこで、制御部７０は、まず、撮像素子２１によって得られた撮像画像（前眼部画像デ
ータ）における二次元的な輝度の分布情報を検出し、その検出結果に基づいて撮像素子２
１からの出力される撮像信号のゲインを変更する。
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【００２４】
　より具体的には、制御部７０は、撮像素子２１のフレームレートに合わせてメモリ７１
に随時記憶される撮像画像データを二次元的に走査することにより、撮像画像における各
画素毎（又はある領域毎）の輝度値を計測し、その計測結果に基づいて撮像画像全体の輝
度分布を検出する。この場合、所定の輝度値を閾値Ｓとして、得られた輝度分布における
閾値Ｓ以上の輝度値の割合または閾値Ｓ以上の輝度値を持つ画素数を求める。
【００２５】
　本実施形態では、制御部７０は、前眼部画像が取得されて画像全体の輝度分布の検出が
なされたら、所定の閾値Ｓ（本実施形態では、リング指標Ｒの像位置を検出する際の閾値
と同様）を上回る領域を導出する（二値化処理）。そして、制御部７０は、所定の閾値Ｓ
を超える画素数Ａを計測する（閾値Ｓを超える画素数計測）。
【００２６】
　ここで、所定の閾値Ｓを超える画素数Ａが所定の許容範囲（許容数）を超えていると判
定された場合、制御部７０は、撮像素子２１から出力される撮像信号のゲインを所定量低
下させたのち、リング像の検出に移行する。また、所定の許容範囲以内であると判定され
た場合、リング像の検出に直接移行する。なお、許容範囲の設定について、例えば、リン
グ指標Ｒ及び無限遠指標Ｍの像検出可能な状態において、この指標Ｒ及び指標Ｍのみが所
定の閾値Ｓを超える場合における画素数ＡRMを求めておき、計測される画素数ＡがＡRM付
近の計測値を示す場合や、画素数ＡRMを明らかに超えていてもアライメントに影響を及ぼ
さないとされる場合（画素数ＡRMに対して２～４倍程度）、に許容範囲内と判定させ、こ
れを超える場合に許容範囲超過と判定するような範囲設定が考えられる。この場合、被検
眼の角膜曲率の違いや被検眼に対するＺ方向のアライメント状態の違いに伴うリング指標
Ｒのリング幅の変化や、誤判定防止のため、許容範囲を高めに設定おくようにしてもよい
。これにより、アライメント検出によってノイズ光となる散乱光の有無を検出することが
可能となる。
【００２７】
　その後、制御部７０は、リング像Ｒが検出できるかどうかの判定を行い、リング画像が
検出できれば、中心座標を検出してアライメント検出を行い、アライメント動作に移行す
る。この場合、検出されるアライメント検出結果を利用して、自動アライメントやオート
ショットを行うようなことが考えられる。また、Ｚ方向のアライメント検出においても、
リング指標Ｒ及び無限遠指標像Ｍが検出できるかどうかの判定を行い、像間隔の検出が可
能となった段階で、アライメント検出を開始する。また、リング像Ｒ（指標像Ｍ）が検出
できなかった場合、直接前眼部画像の取得に戻る。
【００２８】
　以上のように、制御部７０は、測定が完了されるまで、撮像素子２１からリアルタイム
で取得される前眼部画像に基づいて上記のような制御を繰り返し行う。この場合、制御部
７０は、撮像素子２１から出力される撮像画像の取得レートに合わせて段階的にゲインを
下げていくような制御構成となっており、閾値Ｓを超える画素数が所定の許容範囲を満た
すようになったらゲイン調整を止める。なお、このようにゲインを段階的に下げることで
、モニタ４０における前眼部観察画面の全体的な明るさが急激に変化するのを防ぐことが
でき、検者に対して与えてしまう可能性がある違和感（例えば、装置の故障などと勘違い
される）を除去できる。なお、ゲインを最大限下げても、計測される画素数が所定の許容
範囲を超えている場合、制御部７０は、アライメント検出不能とみなし、例えば、手動ア
ライメントを薦める旨の表示を行う。
【００２９】
　図６（ｂ）は、前眼部画像の二次元的な輝度分布が許容範囲内になったときのリング指
標Ｒの水平方向の輝度分布を示す例である。すなわち、上記のようにしてゲイン調整がな
されると、撮像素子２１から得られる撮像画像において、リング指標Ｒが現われてリング
指標Ｒの検出が可能となる。なお、上記のようにゲインが下げられてもアライメント検出
ができるのは、リング指標Ｒによる輝度は、上記散乱光の輝度に対して非常に大きいから
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である。
【００３０】
　なお、上記のようにして測定が完了され、所定の測定完了信号（例えば、測定結果を印
字する印字スイッチからの操作信号）が出力されたら、撮像素子２１のゲインを初期状態
に戻す。また、前述のように得られる撮像画像において、閾値Ｓ以上の輝度値を持つ画素
が検出できなかったような場合も、アライメントが外れている（外れた）と判断し、撮像
素子２１のゲインを初期状態に戻すようにしてもよい。
【００３１】
　以上のような構成とすれば、被検眼に対して測定部４のアライメントを行う際、リング
指標投影光学３０による投影光量や撮像素子２１のゲインが高めに設定されていても、被
検眼の特性に関わらず、精度良くアライメント検出を行うことが可能となる。
【００３２】
　なお、上記構成は、外部照明による角膜反射光が散乱光となって撮像素子２１に受光さ
れるような場合や、被検眼が白内障眼でリング指標（点指標でもよい）が白内障混濁部で
反射されて散乱光となり撮像素子２１に受光されるような場合においても、適用できる。
すなわち、撮像画像の二次元的な輝度分布の検出に基づくゲインの調整によって、メモリ
７１に記憶される前眼部画像データにおけるリング像Ｒとノイズ光を分離させることがで
きるからである。
【００３３】
　なお、撮像画像における二次元的な輝度の分布情報を検出し、検出結果に基づいてゲイ
ンを調整するか否かを判定する場合、上記手法に限るものではなく、例えば、撮像画像に
おける各画素毎の輝度値を積算させた積算値（各画素毎の輝度値の総和）が許容範囲内で
あるか否かを判定するようにしてもよいし、各画素毎の輝度値の総和を画素数で割ったと
きの平均値（全輝度の加重平均）が許容範囲内であるか否かを判定するようにしてもよい
。すなわち、撮像画像全体における二次元的な輝度分布（明るさ分布）に基づいて、撮像
画像（アライメント画像）がアライメント検出に影響を及ぼす程度のノイズ光を含んでい
るかどうかを判定できるような判定基準であればよい。
【００３４】
　また、以上の説明においては、撮像素子２１から出力される撮像信号の感度（ゲイン）
を調整するものとしたが、リング指標投影光学系３０や作動距離指標投影光学系３１によ
る投影光の投影光量を調整するようにしてもよい（ただし、外部照明による散乱光は除去
できない。）
　なお、以上の説明においては、被検眼角膜にリング指標Ｒを投影することによりＸＹ方
向のアライメント検出を行うような構成としたが、被検眼の正面方向からスポット状のア
ライメント指標Ｓを投影する正面投影光学系（例えば、被検眼角膜に角膜中心輝点を形成
させるための指標投影光学系）を用いてＸＹ方向のアライメント検出を行う場合において
も、本発明の適用が可能である。例えば、図２の光学系に前述の正面投影光学系を設けた
場合、制御部７０は、さらに、二次元撮像素子２１によって得られた撮像画像におけるア
ライメント指標の像のサイズを検出し、その検出結果に基づいて指標投影光学系の投影光
量もしくは撮像素子２１の感度を変更するようにしてもよい。
【００３５】
　より具体的には、メモリ７１に記憶された撮像画像に基づいてスポット状のアライメン
ト指標像Ｓが検出され、かつ、所定の閾値によって二値化されたときのアライメント指標
Ｓの像の大きさが所定の閾値を超えている場合、二値化されたときのアライメント指標Ｓ
の像の大きさが小さくなるように、撮像素子２１のゲインを下げるようなことが考えられ
る。これにより、被検眼の瞳孔内に混濁があって散乱光が生じる場合であっても、さらに
指標Ｓの像検出精度を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本実施形態に係る眼科装置の外観構成図である。
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【図２】本実施形態に係る眼科装置の光学系及び制御系の構成について説明するための概
略構成図である。
【図３】表示モニタに表示された前眼部像及びアライメント指標を示す図である。
【図４】アライメント検出が前眼部から反射される散乱光の影響を受ける場合の動作につ
いて説明するフローチャートである。
【図５】前眼部撮影用の撮像素子に散乱光が受光されたときの前眼部観察画面の例である
。
【図６】メモリに記憶された前眼部画像データにおける水平方向の輝度分布（０～２５５
階調）を示す例である。
【符号の説明】
【００３７】
　４　測定部
　２１　二次元撮像素子
　２２　観察光学系
　３０　リング指標投影光学系
　３１　作動距離指標投影光学系
　７０　制御部
　Ｒ　リング指標像
　Ｍ　無限遠指標像

【図１】 【図２】
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【図５】
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